
～人事のギャップパターンと予防・解決アドバイス～

■戦略と現実のギャップを適正化するには？
　適材適所ができていない，社員が辞めてしまう，活
性化しない，人員構成がいびつであるなど企業内では
人事のミスマッチが多発しています。結果として「成
果が出ない」「人事の円滑な運営ができない」といっ
た課題が指摘されます。「ミスマッチ」とは想定と異
なる状況になっているということであり，人事管理の
広い領域のなかでは様々なミスマッチが発生します。
多くの企業で発生している代表的なミスマッチは，あ
る程度類型化・パターン化できます。ミスマッチ発生
の主たる要因は，人事が想定していた状況と現実の状
況が異なることにあります。要は，人事制度（当初想
定していた人事マネジメント）とその運用がうまく機
能していない，そもそも十分な設計がされていない，
運用が適切に行われていないといった原因によって起
こります。ミスマッチは当然解消されなければなりま
せん。本稿では，人事施策のミスマッチについて，代
表的なパターンを示し，その解決策を解説します。

　（著者）
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